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このページでは、IPCC の第 5 次評価報告書の第 1 作業部会が作成した
報告書「気候変動 2013 - 自然科学的根拠」の <strong>「政策決定者向
け要約 (SPM; Summary for policymakers)」</strong> に掲載され
て い る 図 表 を ま と め る 。 な お 、 図 表 に よ く 出 て く る
<strong>RCP</strong> については、以下の用語集和訳の <strong>

代 表 的 濃 度 経 路 （ Representative  Concentration  Pathways ）
</strong> を参照。
・IPCC 第 5 次評価報告書　第 1 作業部会報告書　用語集（抜粋版）　気

象庁訳（PDF 392KB）
第 6 次評価報告書 (<strong>AR6</strong>) に関する情報はこちら

のページにまとめた。

1.「気候変動 2013」SPMに掲載されている図

AR5 第 1 作業部会の SPM( 政策決定者向け要約 ) に掲載されている図は、
Graphics にまとめられている。以下に、図のタイトルを和訳して図をリ
ンクしたものを一覧にする。解説については、上記の SPM の和訳を参照。

2.「気候変動 2013」SPMに掲載されている表

AR5 の SPM には以下の 3 枚の表が掲載されている。
<strong> 表 SPM.1</strong>: 気象及び気候の極端現象。気象庁に

よる和訳の p.5 参照。
<strong> 表 SPM.2</strong>: 1986 ～ 2005 年平均を基準とした、

21 世紀中頃と 21 世紀末における、世界平均地上気温と世界平均海面水位
上昇の変化予測。<strong> 注釈は省略。</strong>

<strong> 表 SPM.3</strong>:  CMIP5 の地球システムモデルのシ
ミュレーションにより計算された、RCP シナリオの大気中濃度変化に対応
する 2012 年から 2100 年の期間の累積二酸化炭素排出量。

注釈：<br />(a) 1 GtC は、炭素換算で 1 ギガトン（=10 億トン =1000

兆グラム）を表す。二酸化炭素換算では 36 億 6700 万トンに相当する。

2.1. 要約の要約
以下は、SPM の和訳の中に各章の要約として網掛けで記されていること

をそのまま列記したものであり、いわば要約の要約である。

章 要約

B. 気候システムの観測された変化 気候システムの温暖化には疑う余地が

なく、また 1950 年代以降、観測され

た変化の多くは数十年から数千年間に

わたり前例のないものである。大気と

海洋は温暖化し、雪氷の量は減少し、

海面水位は上昇し、温室効果ガス濃度

は増加している（図 SPM.1、図 SPM.2、

図 SPM.3、図 SPM.4 を参照）。

B.1 大気 地球の表面では、最近 30 年の各 10 年

間はいずれも、1850 年以降の各々に先

立つどの 10 年間よりも高温でありつづ

けた（図 SPM.1 を参照）。北半球では、

1983 ～ 2012 年は過去 1400 年におい

て最も高温の 30 年間であった可能性が

高い（中程度の確信度）。

B.2 海洋 海洋の温暖化は気候システムに蓄積さ

れたエネルギーの増加量において卓越

しており、1971 年から 2010 年の間に

蓄積されたエネルギーの 90% 以上を占

める（高い確信度）。1971 年から 2010

年において、海洋表層（0 ～ 700 m）で

水温が上昇したことはほぼ確実であり

（図 SPM.3 を参照）、また 1870 年代

から 1971 年の間に水温が上昇した可

能性が高い。

B.3 雪氷圈 過去 20 年にわたり、グリーンランド及

び南極の氷床の質量は減少しており、

氷河はほぼ世界中で縮小し続けている。

また、北極域の海氷及び北半球の春季

の積雪面積は減少し続けている（高い

確信度）（図 SPM.3 を参照）。

B.4 海面水位 19 世紀半ば以降の海面水位の上昇Āは、

過去 2 千年間の平均的な上昇Āより大

āかった（高い確信度）。1901 年から

2010 年の期間に、世界平均海面水位は

0.19 [0.17 ～ 0.21] m 上昇した（図

SPM.3 を参照）。

B.5 炭素とそのĂのăĄ地球化学ąĆ 大気中の二酸化炭素、ćタン、一酸化

二Ĉ素濃度は、少なくとも過去 80 万年

間で前例のない水準にまで増加してい

る。 二酸化炭素濃度は、第一に化ĉĊ

ċからの排出、第二にČčのĎ地ď用

変化による排出により、Đ業化以前よ

り 40% 増加した。海洋は排出されたđ

ĒēĔの二酸化炭素の約 30% をĕĖし、

海洋酸性化をėāēこしている（図

SPM.4 を参照）。

C. 気候変動をもたらす要Ę ęĚěĜĝのĞ計はČであり、そのğ

果、気候システムによるエネルギーの

ĕĖをもたらしている。Ğ計ęĚěĜ

ĝに最大のĠġをしているのは、1750

年以降の大気中の二酸化炭素濃度の増

加である（図 SPM.5 を参照）。

D. 気候システム及びその近年の変化に

ついてのĢ解

気候システムに対するđ間のģĤはĥ

Ħである。これは、大気中の温室効果

ガス濃度の増加、ČのęĚěĜĝ、観

測された温度上昇、そして気候システ

ムに関するĢ解からĥħである。

D.1 気候モデルの評価 第 4 次評価報告書以降、気候モデルは

Ĩĩされている。モデルは、20 世紀半

ば以降のよりĪīな温暖化Ĭ、大ĭĮ

įİıįĲĳのĴĵ化をĶめ、観測さ

れた地上気温の大ķĭĮのĸĹĬ数十

年にわたる変化ĺ向をĻ現している（ļ

Ľに高い確信度）。

D.2 気候モデルの応ľの定量化 温度変化、気候ĿŀードŁłク、及び

地球のエネルギーĖŃの変化に関する

観測ĬモデルによるńŅがņĞされて、

過去及びŇňのěĜĝŉの応ľとして

の地球温暖化の大āさについての確信

度をġŊている。

D.3 気候変動のŋ出とŌĘō定 気候に対するđĒ的ģĤは、大気と海

洋の温暖化、世界の水ąĆの変化、雪

氷の減少、世界平均海面水位の上昇、

及びいくつかの気候の極端現象の変化

においてŋ出されている（図 SPM.6、

表 SPM.1 を参照）。đĒ的ģĤに関す

るこのŎ拠は、第 4 次評価報告書以降

増加し続けている。đ間によるģĤが

20 世紀半ば以降に観測された温暖化の

Ńŏ的なŌĘであった可能性が極めて

高い。

E. Ňňの世界及び地域における気候変

動

温室効果ガスのŐ続的な排出は、őな

る温暖化と気候システムŒての要素の

変化をもたらすœŔう。気候変動をŕ

Ĝするには、温室効果ガス排出量の大

Ŗかつŗ続的なŘ減がř要であŔう。

E.1 大気：気温 21 世紀末における世界平均地上気温の

変化は、RCP2.6 シナリオをŚくŒての

RCP シナリオで 1850 年から 1900 年の

平均に対して 1.5 śを上Ŝる可能性が

高い。RCP6.0 シナリオと RCP8.5 シ

ナリオでは 2 śを上Ŝる可能性が高く、

RCP4.5 シナリオではどちらかとŝŊば

2 śを上Ŝる。RCP2.6 シナリオをŚく

Œての RCP シナリオにおいて、気温上

昇は 2100 年を越Ŋてŗ続するœŔう。

気温上昇は年々から十年ĭĮの変動性

をŞし続け、地域的に一şではないœ

Ŕう（図 SPM.7、図 SPM.8 を参照）。

E.2 大気：水ąĆ 21 世紀にわたる温暖化に対する世界の

水ąĆの変化は一şではないœŔう。

地域的な例Šはあるかもしれないが、

šŢ地域とţŤ地域、šŢな季ťとţ
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Ťした季ťの間での降水量のŦが増加

するœŔう（図 SPM.8 を参照）。

E.3 大気：大気質

E.4 海洋 21 世紀の間、世界Œŧで海洋は昇温し

続けるであŔう。Ũは海面から海洋ũ

層にŪがり、海洋ąĆにģĤするであ

Ŕう。

E.5 雪氷圈 21 世紀の間、世界平均地上気温の上昇

とともに、北極域の海氷面積が縮小し

ūさがŬくなり続けること、また北半

球の春季の積雪面積が減少することの

可能性はļĽに高い。世界ĭĮで氷河

のŧ積はőに減少するœŔう。

E.6 海面水位 21 世紀の間、世界平均海面水位は上昇

を続けるœŔう（図 SPM.9 を参照）。

海洋の温暖化がěまることと、氷河と

氷床の質量ŭŮが増加することにより、

Œての RCP シナリオについて海面水位

の上昇Āは 1971 年から 2010 年の期間

に観測された上昇ĀをůŊる可能性が

ļĽに高い。

E.7 炭素とそのĂのăĄ地球化学ąĆ 気候変動は、大気中の二酸化炭素の増

加をőにŰűするようなŲで炭素ąĆ

過程にģĤをġŊるであŔう（高い確

信度）。海洋のőなる炭素ĕĖにより、

海洋酸性化がűųするであŔう。

E.8 気候のŴ定化、気候変動のŵ可Ŷ

性と、気候変動のŵ可ŷ性

二酸化炭素の累積排出量によって、21

世紀ĳ半及びそのĳの世界平均の地表

面の温暖化の大部ĸが決定づけられる

（図 SPM.10 を参照）。気候変動のōŸ

の大部ĸは、たとŊ二酸化炭素の排出

がŹźしたとしても、Ż世紀にもわたっ

てŗ続するœŔう。このことは、過去、

現ż、及びŇňの二酸化炭素の排出の

ğ果による、大ĭĮで数世紀にわたる

気候変動のŵ可Ŷ性を表している。
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